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名称及び代表者

株式会社サンティーエコ

代表取締役　石井隆明

所在地
本社

福島県郡山市田村町金屋字川久保50-1

環境管理責任者 統括部長 熊田勇

事務局 佐藤友美

連絡先 TEL 024(954)6390

ＦＡＸ 024(926)0166

Web

E-Mail info@e-e-co.jp

事業内容
一般廃棄物収集運搬業

産業廃棄物中間処理業

産業廃棄物収集運搬業

事業の規模
設立年月日

資本金

従業員数（全体）

売上高 　100百万円　 2021年9月1日～2022年8月31日

敷地面積

収集運搬量（一般）

収集運搬量（産廃）

中間処理量

　※収集運搬量及び中間処理量は2022年4月～2023年3月までの量

◇認証登録の対象範囲

全組織・全活動を対象

同じ敷地内で事業活動を行っている
(株)アースエコロジーも同じシステムで
一緒に環境への取組を進めていきます。

【事業活動】　産業廃棄物中間処理、産業廃棄物収集運搬、一般廃棄物収集運搬、リサイクル業

573.8ｔ

927.9ｔ

環境管理責任者
事務局

及び連絡先

2007年10月19日

1,000万円

14名

877㎡

1,550.3ｔ

会社概要



１． 環境関連法規を遵守します

２． 収集運搬車両及び重機車両の二酸化炭素排出量の削減

３． 作業全般の効率化を図り、電気、水道使用量の削減

４． 廃棄物の再資源化による廃棄物の減量、リサイクル率の向上

５． グリーン購入の推進

６． 全社員に対し環境教育を行い意識向上を図る

７． 地域会社の一員として、環境活動に積極的に参加し、地域社会貢献に努める

　　　　　　　　　　　　　　　　制定日　２０２１ 年 １２ 月 １ 日　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

株式会社サンティーエコ      
代表取締役　石井隆明　　

当社は産業廃棄物収集運搬及び処分業、リサイクル業を通じ地域会社に貢献する

企業として『資源を有効活用することは無限である』をモットーに弊社一丸となり

地球環境に配慮した行動に努め、美しく豊かなまちづくりに貢献していきます。

この環境方針は、当社事業所内(倉庫内)に同居する株式会社アースエコロジー、
全社一丸となって環境活動方針を推進します。

　基本理念をもとに、以下の環境方針を定め、事業活動と事業活動における
　環境への負荷の削減の環境経営システムを定期的に見直し、
　継続的に改善し、取り組んでいきます。

環境経営方針

基本理念

環境方針



2.

3.

4.

5.  環境目標及び環境計画の承認

6. 経営上の課題とチャンスを整理し明確にする

2.

3.

4.

5.

6.

７．

1.

リーダー 1. 環境目標及び環境活動計画の 2.

佐々木　賢一 結果確認

メンバー 2. EA-21に関する審議 佐藤　友美 3.

日下　勉 阿部　悦子 大橋　友孝

阿部　真也 石井　智恵子 橋本　裕貴 4.

渡辺　柊哉  福田　里美 熊田　克也 5.

藤田　暁 6.

1. 産業廃棄物の収集運搬 1. 廃棄物受入・搬入 1. 環境目標への取組(事務)

2. 一般廃棄物の収集運搬 2. 分別・破砕・圧縮 2. 顧客対応

3. 車両管理 3. 機械設備・リフト管理 3. マニフェスト管理

4. 燃料担当 4. 電気担当 4. 帳簿類の作成と管理

5. グリーン購入担当

１． 環境活動計画への取組（実施）

２． 緊急事態の対応

３． 問題点の是正処理

※(株)アースエコロジー従業員含めて全社で取り組んでいます。

　全社員

1.

1. EA-21システムの確立、実施促進、維持管理

環境方針の策定
代表者

代表取締役社長
石井　隆明

EA-21責任者

EA-21
事務局

統括部長
熊田　勇

収集運搬・車両 処分(中間処理) 事務

鈴木　良一 影山　芳裕 栁沼　智美

その他EA-21に関する業務

取組状況の確認及び問題の是正

全社

環境関連法規のとりまとめ及び

遵守状況確認

教育・訓練計画の策定と実施

（緊急時対応）

環境文書及び記録の作成、管理

環境活動レポートの作成

EA-21に関する実施把握と報告

EA-21環境経営マニュアルの作成

水資源担当

EA-21委員会 EA-21責任者の補佐業務

経営資源の準備

代表者による全体の評価と見直し

環境活動レポートの承認

環境への負荷及び取組への自己チェックの実施

環境目標及び環境活動計画の策定　　

EA-21 実施体制組織図



◇一般廃棄物収集運搬業

許可の区分
許可番号
許可年月日
許可期限

一
般
ご
み

104
2022/5/16
2024/5/15

◇産業廃棄物収集運搬業

許可の区分
許可番号
許可年月日
許可期限

廃
プ
ﾗ
ｽ
ﾁ
ｯ
ｸ
類

紙
く
ず

木
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず
、

コ
ン
ク
リ
ー

ト
く
ず

及
び
陶
磁
器
く
ず

が
れ
き
類

00702156376
2022/3/30
2027/2/19
00801156376
2019/7/26
2024/5/26

◇産業廃棄物中間処理業

許可の区分
許可番号
許可年月日
許可期限

廃
プ
ﾗ
ｽ
ﾁ
ｯ
ｸ
類

紙
く
ず

木
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず
、

コ
ン
ク
リ
ー

ト
く
ず

及
び
陶
磁
器
く
ず

08720156376
2020/9/28
2025/9/1

処理方法　： ◇圧縮・梱包　　廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、金属くず、ガラスくず　◇破砕　　廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず

◇運搬車両・設備の台数

ユニック車(ｸﾚｰﾝ)　
ウィング車　
脱着式コンテナ車
塵芥車
平ボディ
塵芥車　一般
塵芥車　一般
重機　フォークリフト

〇〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

郡山市

福島県

茨城県

郡山市

〇

〇

〇

〇

2台

４ｔ 1台
２ｔ 1台

４ｔ 1台
３ｔ 1台

４ｔ 1台
４ｔ 1台

車種 積載 台数

６ｔ 1台

許可範囲・設備処理能力



◇中間処理施設及び処理能力

◇処理工程

一軸破砕機　　ZSS1200 処理能力　８ｈ／日

廃プラスチック類 ４．１１ｔ／日
金属くず １３．２８ｔ／日

紙くず ２．０ｔ／日
金属くず ６．４ｔ／日
ガラスくず ３．２ｔ／日

圧縮・梱包　　Y82T-35F 処理能力　８ｈ／日

廃プラスチック類 ４．４ｔ／日

廃プラスチック類 再資源化

金属くず リサイクル原料製造メーカーへ売却

紙くず

ガラスくず

排出事業者より

収集運搬及び搬入

廃プラスチック類

金属くず

選別

圧縮

破砕

再資源化
リサイクル原料製造メーカー、
ペレット製造業者へ売却



48,149 Kwh 47,668  Kwh 42,968  Kwh 47,186  Kwh

22,004 Kg-Co2 21,784  Kg-Co2 19,636  Kg-Co2 21,564  Kg-Co2

26,559 L 26,293  L 27,251  L 26,028  L

68,522 Kg-Co2 67,837  Kg-Co2 70,307  Kg-Co2 67,152  Kg-Co2

203 L 201        L 504        L 199 L

470 Kg-Co2 466        Kg-Co2 1,169     Kg-Co2 462        Kg-Co2

90,996 Kg-Co2 90,087  Kg-Co2 91,112  Kg-Co2 89,177  Kg-Co2

207        ㎥ 183        ㎥ 205 ㎥

209 ㎥

実施 実施 実施

119        kg 110        kg 118 kg

120 kg

3 品目 5 品目 7 品目

3 品目

9 回 9 回 12 回

12 回

※二酸化炭素排出係数：2020年度 東北電力 kg-Co2/kwh

環境目標
目標基準年

202０.4月～
202１.３月

実績 中期目標

22'4月～
23'3月

２０２２年度
4月～3月

２０２３年度
単年度目標

2023年～2025年

目標

３％削減

３％削減

３％削減

水資源使用量削減 ３％削減

二
酸
化
炭
素
排
出
量

電力使用量削減

軽油使用量削減

ガソリン使用量削減

排出量総量(kg-Co2)

0.457

実施

環境保全取り組み １２回

３％削減

グリーン商品購入拡大 ３品目

廃棄物排出量削減
（事務所、休憩所）

産業廃棄物収集運搬時の
環境配慮

エコドライブ
による燃料削減

環境目標



取組期間　　2022年4月～2023年3月

環境目標項目
基準値

20'4～21.3
評価

Kwh kwh/h Kg-Co2 削減達成。破砕機、圧縮機の使用時間が以前と比べ

48,149        目標値 47,668    21,784    少なかった。従業員全員節電の意識を持ち消し忘れ

Kg-Co2 実績 42,968    19,636    等が少なくなり削減できた。

22,004        達成率（％）

L L Kg-Co2 削減達成できず。要因は遠方の回収や仕事量が増え

26,559        目標値 26,293    67,837    達成できませんでした。効率やルート車両のメンテナンス

Kg-Co2 実績 27,251    70,307    等対策をし削減できるようにします

68,522        達成率（％）

L L Kg-Co2 営業車の遠方への移動が多く使用量が増えた。

203            目標 201 466 リフト作業が増え使用量が増えた。

Kg-Co2 実績 504 1,169      作業効率や効率を考え削減できるようにします。

470            達成率（％）

削減達成。

目標 節水の意識が結果に繋がりましたのでまだ削減方法は

実績 ありますので引き続き削減できるようにします。

達成率（％）

削減達成

目標 リサイクルという意識が結果に繋がりました。これからも

実績 削減できるようにします。

達成率（％）

グリーン購入に関しては在庫が無くなり次第購入しており

目標 グリーン購入品対象かどうかを意識して購入するように

実績 なった為、目標達成することができた。

達成率（％）

天候が悪くクリーン作戦が実施できませんでした。

目標 冬場や天候悪化の際は活動を中止し天候が回復した時

実績 に活動していきます。

達成率（％）

評価基準　　　〇：達成　　×：未達成

3

回

12

○

×

×

○

○

〇

×
12

207

追加変更なし

9

75%

電気使用量の削減

軽油使用量の削減

ガソリン使用量の削減

水資源の使用量削減

廃棄物排出量の削減

グリーン購入品の購入

環境保全の取組

㎥

209

Ｋｇ

120

品目
5 追加変更なし

5

100%

回

119 追加変更なし

110

108%

品目

追加変更なし

183

113%

Ｋｇ

追加変更なし

96%

追加変更なし

40%

㎥

実績
2022.4～2023.3

環境活動計画実施状況　　要因 環境活動計画への追加変更

追加変更なし

111%

環境活動取組結果



No, 環境目標 具体的な取組（活動）

事務所

①　使用していないエリアの照明消灯の徹底

②　空調温度管理の徹底

③　節電シールの表示

④　設備・照明等の消し忘れチェク

⑤　未使用機器の待機電力カット

工場内

①　未使用時、破砕機、圧縮機のブレーカー遮断

②　未使用エリアの照明消灯の徹底。

③　朝礼時に節電の呼びかけ

④　節電シールの表示

⑤　設備・照明等の消し忘れチェック

①車両の点検、メンテナンス（オイル交換など）

②アイドリングストップの徹底

③効率のよい配車を計画する

④急発進、急加速をしない

①車両の点検、メンテナンス（オイル交換など）

②アイドリングストップの徹底

③効率のよいルートを計画

④急発進、急加速をしない

①こまめに水を止める

②洗車時、清掃時、手洗い時の節水

③水の強さの調整

④節水シールの表示

①分別の徹底

②分別方法をわかりやすく表示。

③廃棄物置き場の整理整頓。

①エコマーク商品の優先購入。

②再生紙の使用（印刷に裏紙使用）

①弊社周辺のクリーン作戦実施。

①分別の徹底

②再資源化リサイクル率の推進

③情報収集力向上

④展示会等への参加

6

7

電力使用量の削減
（CO2削減）

軽油使用量の削減
（CO2削減）

ガソリン使用量の削減
（CO2削減）

水資源使用量の削減

廃棄物排出量の削減
(事務所・休憩所)

グリーン商品の購入

環境保全取り組み

受託廃棄物の再資源化

1

2

3

4

5

環境活動計画



6月 9月 12月 3月

①電気使用量の削減
・使用していないエリアの照明消灯の徹底
・空調温度の管理徹底
・空調設備の定期的なフィルター清掃
・節電シールの表示
・設備・照明等の消し忘れチェック
・使用していない設備のブレーカー遮断
・使用していないエリアの照明消灯の徹底
・節電、節水シールの表示
・終了時、設備、照明の消し忘れのチェック

・急発進、急加速、急ブレーキをしない。
・エコドライブの徹底
・車両の点検、メンテナンスの徹底
・無駄なアイドリングストップの徹底
・効率の良い回収ルートの構築

・こまめに水を止める。
・洗車時、清掃時、手洗い時の節水徹底 ○ △
・水の強さの調整
・節水シールの表示

・分別の徹底
・分別方法の分かりやすく表示

・在庫がなくなり次第順次購入

・弊社周辺のクリーン作戦実施
　　※毎月第一月曜日に実施します

・分別の徹底
・再資源化リサイクル率の推進。
・リサイクル等の情報収集。

○よくできた△あとちょっと×改善が必要

△

△

◇次年度の取り組みについて
　削減の意識は今現状低い状態ですが、全従業員一丸となって環境への意識を高め
　基本的に上記活動内容を継続し、全力で取り組みたいと思います。

○

○

△

○

〇

×

○

○

×

△

○

△

○

○

○

○

×

△

○

○

×

○

熊田

熊田

柳沼

熊田

影山

③水資源の削減

④廃棄物排出量の削減
 　（事務所・休憩所）

⑤グリーン商品の購入

⑥環境保全取組

⑦委託廃棄物の
　　　再資源化

今期取組の評価
環境目標項目

　　（工場内・事務所）

　　（工場内）

②ガソリン、
　軽油使用量の削減

環境活動内容 担当

影山

影山

鈴木

○

○

○

○

○

×

環境活動計画の確認及び評価
次年度活動取組内容



①廃棄物の収集運搬、処分方法。 〇

②廃棄物の収集運搬、処分、保管等の適正処理の遵守 〇

③排出事業者との収集運搬、処分の委託契約書の締結 〇

④マニフェスト管理、産業廃棄物管理表交付等状況報告 〇

⑤取引許可業者の確認 〇

⑥処理施設の維持管理、登録の保管 〇

⑦産業廃棄物の処分に関する適正処理の遵守 〇

①保守点検、清掃（４回/年） 〇

②水質検査（１回/年） 〇

①指定地域の騒音規制基準の遵守 〇

②指定地域の振動規制基準の遵守 〇

リサイクル法 ①廃棄物の３Ｒの推進 〇

①安全運転の実施 〇

②車両の始業日常点検表 〇

環境関連法規制の遵守状況を確認した結果、2023年3月31日付で、違反はありませんでした。

地域住民からの苦情等による指摘もありませんでした。

福島県生活環境の保全等に関する条例

道路交通法

遵守内容 遵守評価法律則名

廃棄物処理法・郡山市環境基本条例
郡山市廃棄物の適正処理、環境美化

に関する条例

浄化槽法

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
並びに違反・訴訟などの有無



◎評価

◎見直し

環境方針 内容に変更はなく、次年度に向けて周知徹底

環境目標 内容に変更はなく、PDCAを活用し、全従業員で継続する

環境活動計画
内容に変更はなく、引き続き継続し、更に追及していく
必要があった場合は、検討し取り組みを追加する

　　　　　　　　　　株式会社サンティーエコ
　　　　　　　　　　　代表取締役　石井隆明

環境目標の達成状況

環境活動計画の実施状況

その他

全体的な見直し
その他

基準年と比較し、電気が大きく達成することができた。特に1月から3月は、東
北電力による電気料の節電チャレンジキャンペーンがあり、そのおかげも
あってより一層の削減につながったと思われる。このように数字できちんと全
従業員に周知徹底及び結果を共有できることはとても素晴らしいことである。
今後も一人もかけることなく、全従業員でPDCAにて取り組んでいきたいと思
います。ガソリンについては、全て社長である私が使用しており、基準年と比
較して増えている要因としては、コロナによりストップしていた営業をここ半年
で再開したことにより増えたと思われます。

エコアクション２１を取得すると決めてから、定期的に全従業員で朝礼後に会
社周辺のゴミ拾い、草むしりを実施することで全従業員の意識向上にもつな
がったと思います。全社のみならず、全世界のCo2削減に取り組まないとい
けないという意識変革が目的です。これは出来る出来ないも重要ですが、継
続することが最も重要と考えておりますので、今後も全従業員で取り組んで
ほしい。

2030年問題、2050年問題とありますので、今から当社も出来ることから確実
に実行していきたいと思います。エコアクション２１を通して、人材育成に取り
組み、レベルの高い当たり前のことを当たり前に出来るように意識向上に向
けて励みます。

全従業員でPDCAを最大限に活用し、取り組んでいきます。

代表者による全体評価と見直し


